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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　目標の対象の画像を取り込むように構成された画像センサと、
　ネットワーク化モジュールと、
　制御モジュールと
　を備える画像取込みデバイスであって、
　前記ネットワーク化モジュールは前記目標の対象の近傍で少なくとも１つの照光デバイ
スを検出するように構成され、ここにおいて前記少なくとも１つの照光デバイスはネット
ワーク環境の一部である
　ことを特徴とし、前記画像取込みデバイスは、
　最適な照明設定を計算するように構成された計算モジュール
　によって特徴付けられ、
　前記制御モジュールは、前記最適な照明設定に従って前記少なくとも１つの照光デバイ
スを調整するように構成され、どの照光デバイスが前記画像センサ上にグレアを形成させ
ているかを検知することと、グレアの量を低減するように前記検知された照光デバイスの
輝度を調整することと、を行うようにさらに構成される
　ことを特徴とする、画像取込みデバイス。
【請求項２】
　少なくとも１つのパラメータが前記少なくとも１つの照光デバイスと関連付けされてい
る、請求項１に記載の画像取込みデバイス。
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【請求項３】
　前記少なくとも１つのパラメータは、前記少なくとも１つの照光デバイスの輝度、電球
のタイプまたは箇所のうちの１つである、請求項２に記載の画像取込みデバイス。
【請求項４】
　前記ネットワーク化モジュールは近接ベースのピアツーピアネットワークに対するワイ
ヤレスネットワーク接続を備える、請求項１に記載の画像取込みデバイス。
【請求項５】
　画像取込みの方法であって、
　画像取込みデバイスにおいて目標の対象のプレビュー画像データを受け取ることと、
　前記目標の対象の局所的環境内の少なくとも１つの光源の少なくとも１つのパラメータ
を表すデータを受け取ることと、
　前記目標の対象に関する最適な照明パラメータを計算することと、
　前記最適な照明パラメータに従って前記少なくとも１つの光源の前記少なくとも１つの
パラメータを調整することと、ここにおいて、前記調整することは、どの光源が画像セン
サ上にグレアを形成させているかを検知することと、グレアの量を低減するように前記検
知された光源の輝度を調整することと、を備える、
　前記画像を取り込むことと、
　を備える方法。
【請求項６】
　最適な照明パラメータを計算することは、
　前記画像取込みデバイスのユーザインターフェース上で前記少なくとも１つの光源の前
記少なくとも１つのパラメータをユーザに対して提示することと、
　前記少なくとも１つのパラメータの設定に関するユーザ入力を受け取ることと、
　を備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　最適な照明パラメータを計算することは、前記画像取込みデバイスによって自動式に実
行される、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　最適な照明パラメータを計算することは、前記目標の対象の箇所を決定することを備え
る、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記目標の対象の箇所を決定することは、前記画像取込みデバイスからの前記目標の対
象の概略の距離を計算するために前記画像取込みデバイスのオートフォーカスレンズ位置
を使用することを備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記目標の対象の箇所を決定することは、前記目標の対象が動くに従って前記箇所を更
新することを備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　最適な照明パラメータを計算することは、前記少なくとも１つの光源の箇所を決定する
ことを備える、請求項５に記載の方法。
【請求項１２】
　最適な照明パラメータを計算することは、前記少なくとも１つの光源の前記箇所を前記
目標の対象の箇所と比較することをさらに備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの光源の前記少なくとも１つのパラメータを調整することは、前記
画像取込みデバイスと前記少なくとも１つの光源の間にある、ワイヤレス通信を介して実
行されている、請求項５に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ワイヤレス通信は前記画像取込みデバイスと接続対応住宅の制御モジュールの間に
あり、ここにおいて前記制御モジュールは前記少なくとも１つの光源と通信する、請求項
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１３に記載の方法。
【請求項１５】
　実行されたときにプロセッサに対して、請求項５乃至１４のうちのいずれか１項の方法
を実行させるコードを備える非一時的コンピュータ読取り可能媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本実施形態は撮像デバイスに関し、詳細にはネットワーク環境で画像取込みデバ
イスを使用するための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]ディジタル撮像機能が、ディジタルカメラ、タブレットコンピュータおよびモバ
イルフォンを含む広範なデバイスに組み込まれている。ディジタル撮像デバイスまたは画
像取込みシステムは、静止画像やビデオを取り込むデバイスを含むような１枚または複数
枚のディジタル画像の取込みが可能な任意のデバイスを指し示すことが可能である。この
ようなデバイスは目標の画像シーンや対象を照らすことを目的としてフラッシュ照明技術
を利用するのが一般的である。多くのディジタル撮像デバイスは、そのデバイス本体内に
内蔵された組込み式のフラッシュを有しており、また一部のものは遠隔式のフラッシュ照
明デバイスの制御を可能とし得る。
【０００３】
　[0003]撮像デバイスとディジタル処理技術を一体化することによって、より強力かつ使
用が容易な写真製品が可能となるとともに、デバイスによる画像データの取込みおよび強
調、さらにはネットワークへの接続が可能となった。たとえばディジタル撮像技術は、ワ
イヤレスネットワーク接続も有するモバイルフォン、ラップトップまたはタブレットコン
ピュータなどのモバイルコンピューティングデバイスに組み込まれることがあり、またデ
ィジタルカメラにもワイヤレス通信が設けられることがある。既存の方式では、目標のシ
ーンや対象の照明を内蔵式または遠隔式のフラッシュ照明デバイスに対する制御を通じて
実現している。しかしこのようなデバイスは、目標の画像シーンや対象の環境内に存在す
る照明デバイスを検知および制御する能力を欠いている。
【発明の概要】
【０００４】
　[0004]一実施形態では、画像取込みのために暗くするまたはオフにされるようにカメラ
の箇所の近くの照明が選択されることがあり、また対象の近くの照明がカメラのオートフ
ォーカスレンズ位置に基づいてオンにされるまたは明るくされるように選択されることが
ある。ある種の実施形態では、照明パラメータの計算において、対象の前方にあり対象の
方向に向けられることが好ましい対象の近傍の照明であるキーライト、またさらには背景
にある影を満たすために使用し得る１つのフィルライト（fill lights）または複数のフ
ィルライトを使用することがある。いくつかの実施形態は、その室内の照明のすべてを使
用しないことがあり、かついくつかの照明をオフにすることがある。
【０００５】
　[0005]対象のカメラユーザに対して計算された照明パラメータと一緒にプレビューが表
示されることがあり、また同じ対象について代替の照明パラメータと一緒に追加のプレビ
ューが提示されることがある。たとえば、代替の照明パラメータがキーライトやフィルラ
イト、ムード照明、全照明、減衰照明、その他を伴ったプロ用の照明であることがある。
【０００６】
　[0006]ユーザはこのプレビューから１組の照明パラメータを選択することができ得る。
カメラは、組込み式ワイヤレスネットワークを介して電球に接続するとともに、ユーザ選
択に従ってパラメータを調整することがある。一実施形態では照明は、たとえばフラッシ
ュの場合のように画像取込みの継続時間にわたって単に一時的に調整されている。別の実
施形態では、計算された照明パラメータが、ビデオ取込みの継続時間などある長い時間に
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わたって持続されることがある。本明細書に記載した技法は、カメラフラッシュの不使用
を通じてカメラ電池の節約という恩恵を提供し、またさらには単点型フラッシュと比較し
てより微細な対象照明を提供する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】[0007]環境照明をワイヤレス式に制御するように構成された画像取込みデバイス
の一実施形態を示す図。
【図２Ａ】[0008]ネットワーク環境における画像取込みシステムの一実施形態を示す図。
【図２Ｂ】[0009]環境照明をワイヤレス式に制御するように構成された画像取込みデバイ
スの一実施形態を示すブロック図。
【図３】[0010]一実施形態に従った画像取込み環境照明制御プロセスを示す図。
【図４】[0011]一実施形態に従った照明パラメータ計算プロセスを示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　[0012]本明細書に記載した画像照明システムの実施形態は、目標の画像シーンや対象を
照らすために環境内にすでに存在する照明デバイスにアクセスしかつこれを制御するため
に環境内のワイヤレスネットワークを利用する。たとえば、住宅や他の建物内で画像を取
り込むときに、写真撮影対象に影響を及ぼす局所的な照明環境を生成するようないくつか
の異なる照明が存在することがある。本明細書に開示したディジタル撮像デバイスの実施
形態は、対象の近くの照明に関する多種多様な特性（照明の箇所および輝度など）にアク
セスするために住宅や建物内にあるワイヤレスネットワークを使用することがあり、また
さらに対象の画像を取り込む際の希望に従って局所的照明環境を調整するためにもワイヤ
レスネットワークを使用することがある。
【０００９】
　[0013]ワイヤレス技術の応用に関する最近の開発によって、屋内設置のシステムおよび
デバイスに対するネットワーク構成および制御が可能となった。たとえば住宅内には多数
の電気的システム（たとえば、照明スイッチ、テレビ、ラジオ、その他）、機械的システ
ム（たとえば、窓、ドア、ドアロック、その他）、通信システム（たとえば、セキュリテ
ィシステム、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、その他）、およびエンターテイン
メントシステム（たとえば、テレビ、ホームシアターシステム、その他）が存在すること
があり、また接続対応住宅はこれらのシステムのすべてに関する集中式の制御を可能とす
ることがある。
【００１０】
　[0014]接続対応住宅では、ＡｌｌＪｏｉｎ（商標）近接ベースピアツーピア（Ｐ２Ｐ）
システム（Ｑｕａｌｃｏｍｍ　Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ　Ｃｅｎｔｅｒ，Ｉｎｃ、Ｓａｎ　
Ｄｉｅｇｏ、ＣＡ）などの組込み式ワイヤレスネットワークが機器類やデバイスを、これ
ら機器類やデバイスに関する情報を互いにおよび／またはユーザに提供することが可能な
インターフェースに接続している。この情報は、本明細書に記載したようにカメラや他の
画像取込みデバイスに送信されることがある。いくつかの実施形態ではカメラは、住宅に
ある機器類やデバイスの監視および制御のために使用されるスマートフォンデバイス内に
含まれることがある。
【００１１】
　[0015]住宅の電球または住宅内のある部屋の電球は、ディジタル撮像デバイスに対して
たとえばＰ２Ｐシステムを用いてワイヤレス接続が可能であることがある。ディジタル撮
像デバイスが接続対応のどこかの部屋に入ると、そのディジタル撮像デバイスはその室内
の電球に接続するとともに、これら接続対応の電球の多種多様なパラメータに関するデー
タを取得することがある。この電球はディジタル撮像デバイスに対して、これらのパラメ
ータを表すデータ（たとえば利用されている電球のタイプ、光源の箇所、光源の方向、お
よび電球の輝度やフラッシュ機能）を送信することがある。
【００１２】
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　[0016]ディジタル撮像デバイスを対象の画像を取り込むために対象にフォーカスさせる
と、ディジタル撮像デバイスは高品質の画像を作成するような照明パラメータを計算する
ことができ得る。カメラは、この計算の中に室内の任意の電球に関する箇所、フラッシュ
機能および輝度機能などのパラメータを表すデータを含むことがあり、またディジタル撮
像デバイスおよび／または対象の箇所に対して電球の箇所を関連させることがある。対象
の箇所は、ディジタル撮像デバイスからの対象の概略の距離を計算するような多種多様な
方法によって（たとえば、ディジタル撮像デバイスのオートフォーカスレンズ位置によっ
て）決定されることがある。対象の箇所を計算するためには、カメラが向いている方向も
使用されることがある。対象が動くと、ディジタル撮像デバイスのレンズが移動する対象
をトラッキングするとともに、新たな対象箇所データを決定することができ得る。計算さ
れた照明パラメータは、この新たな箇所データに基づいて動的に調整されることがある。
【００１３】
　[0017]本明細書に記載したネットワーク環境における画像取込みデバイスの実施形態は
、より良好な画像を作成するために照光デバイスに接続するとともに照光デバイスの設定
を調整するように構成され得る画像取込みデバイスを提供する。この画像取込みデバイス
は内蔵式フラッシュを包含することがあるが、さらに写真向けの最適な照明設定を生成す
るために接続対応の任意の照明を調整または制御するように構成されることもある。これ
によって画像取込みデバイスはより良好な写真を作成するとともに、さらにフラッシュの
使用が少なくなるためにより良好な電池寿命を有することが可能となり得る。
【００１４】
　[0018]一実施形態では画像取込みデバイスはユーザに対して、最適な照明設定を生成す
るように照明を手動式に制御可能とすることがあり、または画像取込みデバイスがより良
好な写真またはビデオを作成するために近傍の接続対応の照明を制御し得るような自動モ
ードを含むことがある。
【００１５】
　[0019]別の実施形態では画像取込みデバイスは、グレア（glare）の量を低減するため
に照明を制御可能とすることがある。この実施形態では本システムは、どの照明が対象の
バックライトとなっているか（すなわち、画像センサ上にグレアを形成させているか）を
検知し、次いでグレアの量を低減するようにこの照明の輝度を調整することになる。
【００１６】
　[0020]本システムの別の実施形態は、ワイヤレスネットワークを通じて室内の各照明の
タイプを読み取り、次いでその照明のタイプに基づいて照明を制御する画像取込みデバイ
スである。たとえば蛍光照明などのいくつかの照明は、白熱光照明と比べてオンにするの
により長い時間がかかる。したがってカメラは、対象の位置に基づいて、照明Ａがキーラ
イトとなること、照明Ｂがフィルライトとなること、かつ照明Ｃがバックライトとなるこ
とを先ず決定するために室内の照明と通信する。しかし照明のタイプに応じて本システム
は、これらをカメラのシャッタが開放されたときに各照明が適正に照らされて正しい輝度
を有するように異なる時点でオンにすることが必要となる。
【００１７】
　[0021]さらに別の実施形態は、照明が確実に画像取込みデバイスに関する適正な色温度
を有するように室内の照明を調整することが可能なシステムである。周知のように、異な
るタイプの照明は、異なる色温度（すなわち、輝度および色かぶり）を有する。ある照明
は青っぽい色合いを有する一方、別のものはより黄色がかった光を出す。本発明の態様の
１つは、対象が同じ色温度で照らされるように室内で指定の照明を適正に照らすことであ
る。これによれば、カメラパイプラインの自動ホワイトバランスフェーズが最小化される
とともに、画像がより自然に見えるようになる。
【００１８】
　[0022]当業者であればこれらの実施形態がハードウェア、ソフトウェア、ファームウェ
ア、またはこれらの任意の組合せの形で実装され得ることを理解されよう。当業者であれ
ば、情報および信号が多種多様な異なる技術および技法のいずれかを使用して表され得る
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ことを理解されよう。たとえば上記の全体を通じて参照され得るデータ、命令、コマンド
、情報、信号、ビット、記号およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁気的な場または粒
子、光学的な場または粒子、あるいはこれらの任意の組合せによって表されることができ
得る。
【００１９】
　[0023]以下の説明では、これらの例の完全な理解が提供されるように具体的な詳細が与
えられている。しかし、これらの例がこれらの具体的な詳細を伴わずに実施されることが
あることを当業者であれば理解されよう。たとえば、電気的な構成要素／デバイスは、こ
れらの例が不必要な詳細で不明瞭にならないようにしてブロック図に示されることがある
。他の例では、これらの例をさらに説明するためにこのような構成要素、他の構造および
技法が詳細に示されることがある。
【００２０】
　[0024]さらにこれらの例が、フローチャートの形で示されたプロセスとして、流れ図と
して、有限状態図として、構造図としてまたはブロック図として記述されることがあるこ
とに留意されたい。フローチャートは逐次型プロセスとして動作を記述することがあるが
、これらの動作の多くは並列にまたは同時に実行することができ得るとともに、このプロ
セスは反復することができ得る。さらに、動作の順序は再編成することができ得る。プロ
セスはその動作が完了したときに終了される。プロセスは、方法、関数、手続き、サブル
ーチン、サブプログラム、その他に対応することがある。プロセスがソフトウェア関数に
対応する場合、その終了は呼出し側の関数または主関数に対するその関数の戻り値に対応
する。
【００２１】
　[0025]ここで図１を参照すると、ワイヤレス照明制御を備えた例示的な画像取込みデバ
イスについてここでさらに詳細に記述されることになる。図１に示したように画像取込み
デバイス１００は、取り込まれようとする画像のプレビューを表示することができ得るデ
ィスプレイ１１０を含む。取り込まれようとする画像は対象１４０を含むことがあり、ま
たさらに第１のフロアランプ１２０と、天井ライト１２２と、第２のフロアランプ１２４
と、を含むことがある。ディスプレイ１１０上では、第１のフロアランプ１２０などの照
光デバイスが、照光デバイス番号１３０によって番号付けされることがある。照光デバイ
ス番号１３０は、ユーザによる照光デバイスのパラメータの手動式の制御を可能にするた
めに有益となり得る。
【００２２】
　[0026]図示した画像取込みデバイス１００はディジタルカメラであるが、当業者であれ
ば、これが単に例証を目的としたものであること、ならびにビデオレコーダ、ウェブカメ
ラ、携帯電話、スマートフォン、ポータブルメディアプレーヤ、パーソナルディジタルア
シスタント、ラップトップまたはタブレットコンピュータ（ただし、これらに限らない）
を含む可搬式またはモバイル式のコンピュータに組み込まれたカメラなどの多種多様な画
像取込みデバイスにおいてディスプレイ１１０を利用でき得ることを理解されよう。画像
取込みデバイス１００は、ディジタルビデオカメラ、ディジタル静止画像カメラ、または
この両方の組合せなどのディジタルカメラとすることがある。画像取込みデバイス１００
は、スタンドアロンカメラなどのスタンドアロンデバイスとすることや、ワイヤレス通信
デバイスなどの別の多目的デバイスに組み込まれることがある。たとえば画像取込みデバ
イス１００は、携帯電話や他のワイヤレス通信デバイスとすることがある。
【００２３】
　[0027]画像取込みデバイス１００は、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡ
Ｎ）やワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）などの１つまたは複数のワイヤ
レスネットワークにアクセスするように構成されたネットワーク化モジュールを含むこと
がある。いくつかの実施形態ではネットワーク化モジュールは、近接ベースのＰ２Ｐワイ
ヤレスネットワークおよび／またはアドホックワイヤレスネットワークに接続するように
構成されることがある。これらのネットワークのうちの１つまたはいくつかによって接続
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対応住宅が形成されることがある。このような接続対応住宅は、機器類やデバイスをこれ
ら機器類やデバイスに関する情報を互いにおよび／またはユーザに提供することが可能な
インターフェースに接続することが可能なＡｌｌＪｏｉｎ近接ベースのＰ２Ｐシステム（
Ｑｕａｌｃｏｍｍ　Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ　Ｃｅｎｔｅｒ，Ｉｎｃ）などの組込み式ワイ
ヤレスネットワークを使用することがある。これらの１つまたは複数のワイヤレスネット
ワークは、ある箇所にある複数の照光デバイスのうちの１つに関する情報を画像取込みデ
バイス１００に提供するために使用されることがある。たとえば画像取込みデバイス１０
０は、住宅、オフィスまたは他の箇所内の１つまたは複数の照光デバイスに関する情報を
包含するワイヤレスネットワークにアクセスするように構成されることがある。照光デバ
イスに関する情報は、照光デバイスについての箇所と、輝度と、電球タイプと、可能な調
整設定と、を含むことがある。たとえば照光デバイスのパラメータは、デバイスの箇所と
、その色と、電球のタイプと、その輝度（たとえば、ルーメン単位）と、その輝度を調整
でき得る範囲（たとえば、１００段階の輝度設定のうちの１つに調整でき得るかどうか、
または照明を単にオンとオフにでき得るだけか）と、を含むことがある。画像取込みデバ
イス１００はまた、１つまたは複数の照光デバイスを制御するように構成されることがあ
る。たとえば画像取込みデバイス１００は、１つまたは複数の照光デバイスをオンまたは
オフにするように構成されることがあり、また調節可能な輝度レベルを有し得る照光デバ
イスの輝度を調整するように構成されることがある。
【００２４】
　[0028]画像取込みデバイス１００は、取り込まれようとする画像内に入り込み得るよう
に配置された照光デバイス１２０、１２２、１２４を認識し特定するように構成されるこ
とがある。たとえば画像取込みデバイス１００は、ディスプレイ１１０上に表示された照
光デバイスを特定しかつ番号付けするように構成されることがある。画像取込みデバイス
１００はさらに、画像内に包含されることはあり得ないがその光が可能性として少なくと
も一部が画像を照らすことがあり得るような近くにある他の照光デバイスを認識し特定す
るように構成されることがある。たとえば画像取込みデバイス１００は、それ自体が向い
ている方向を認識すること、および対象１４０の上方、後方または前方にあり得る照光デ
バイスを特定することを行うように構成されることがある。画像取込みデバイス１００は
、画像センサを含むことがあるとともに、その照光デバイスが現在オンにされているかオ
フにされているかによらず画像内に包含される照光デバイスあるいは画像に影響を及ぼし
得る照光デバイスを認識するように構成されることがある。
【００２５】
　[0029]図２Ａは、ネットワーク環境における画像取込みシステムの一実施形態を示して
いる。この実施形態では、いくつかのユーザシステム２１０がネットワークに接続される
ことがある。これらのユーザシステム２１０はたとえば、画像取込みデバイス１００、パ
ーソナルコンピュータ、ならびに電話機、タブレットおよび他のコンピューティングデバ
イスを含むハンドヘルド型コンピューティングデバイスなどの画像取込みデバイスを含む
ことがある。これらのユーザシステム２１０の各々はネットワーク２２０に接続するよう
に構成されることがある。このネットワーク２２０は任意の数の形態をとることができ得
る。たとえばこのネットワークをＷＬＡＮネットワークとすることがある。このネットワ
ークは、単一のルータまたはハブデバイスの周りに集中させることがあり、または非集中
式のネットワークとすることがある。このネットワークは、中央サーバを含むことがあり
、またはデバイスによるネットワークを経由した互いの直接通信を可能にするためにＰ２
Ｐネットワーク化技術を使用することがある。
【００２６】
　[0030]ネットワーク２２０は、ネットワーク環境２３０に接続されることがある。いく
つかの実施形態ではネットワーク環境２３０は物理的箇所を意味することがあり、またこ
の物理的箇所内に包含された１つまたは複数のデバイスを含むことがある。たとえばネッ
トワーク環境２３０は、住宅内のいくつかのデバイスがネットワーク環境２３０に接続さ
れている接続対応住宅を意味することがある。ネットワーク環境２３０は環境ネットワー
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ク化モジュール２３１を含むことがある。環境ネットワーク化モジュール２３１は、認可
されたユーザだけがネットワーク環境２３０内に包含されたデバイスおよびシステム２３
２にアクセスしかつこれを制御でき得るように保証するために、アクセス制限フィーチャ
を包含することがある。この環境ネットワーク化モジュール２３１は、デバイスおよびシ
ステム制御モジュール２３４に接続されることがある。デバイスおよびシステム制御モジ
ュール２３４は、ネットワーク環境２３０の一部である多種多様なデバイスおよびシステ
ム２３２の制御を可能とさせ得る。たとえばデバイスおよびシステム制御モジュール２３
４はユーザシステム２１０に対して、ネットワーク２２０への接続およびネットワーク環
境２３０内に包含された様々なデバイスおよびシステム２３２の制御を可能とさせ得る。
【００２７】
　[0031]ネットワーク環境２３０のデバイスおよびシステム２３２は、存在させ得る任意
の数のデバイスおよびシステム２３２を含むことがある。ネットワーク環境２３０は、接
続対応住宅環境を含むことがある。接続対応住宅は、多数の電気的システム（たとえば、
照明スイッチ、テレビ、ラジオ、その他）、機械的システム（たとえば、窓、ドア、ドア
ロック、その他）、通信システム（たとえば、セキュリティシステム、ローカルエリアネ
ットワーク（ＬＡＮ）、その他）、およびエンターテインメントシステム（たとえば、テ
レビ、ホームシアターシステム、その他）を含む住宅内のいくつかのシステムに対する集
中式の制御を可能とさせ得るとともに、接続対応住宅はこれらのシステムのすべてに対す
る集中式の制御を可能とさせ得る。
【００２８】
　[0032]ネットワーク環境２３０はまた、環境デバイスデータ記憶２３５を含むことがあ
る。環境デバイスデータ記憶２３５は、ネットワーク環境２３０内に包含されたデバイス
およびシステム２３２に関連するデータを保存することがある。たとえば環境デバイスデ
ータ記憶２３５は、ネットワーク環境２３０内の環境照明構成要素２３３に関する情報を
包含することがある。この情報はたとえば、環境照明構成要素２３３の数と、その電球の
タイプと、その輝度と、その可能な構成および設定と、その箇所と、を含むことがある。
ネットワーク環境２３０内のデバイスおよびシステム２３２に関する情報は、ネットワー
ク２２０に接続されかつ環境ネットワーク化モジュール２３１によって認可されたユーザ
システムに対して利用可能とさせることがある。この情報は、画像取込みデバイス１００
などのユーザシステム２１０による環境照明構成要素２３３などのデバイスおよびシステ
ム２３２の調整および制御を可能とさせるために使用されることがある。
【００２９】
　[0033]図２Ｂは、環境照明をワイヤレス式に制御するように構成された画像取込みデバ
イス１００の一実施形態を示したブロック図である。画像取込みデバイス１００は、プロ
セッサ２１１を備えることがある。プロセッサ２１１は、特殊なプロセッサとすることや
汎用のプロセッサとすることができ得る。プロセッサ２１１は、単一のコンピュータチッ
プを備えることや、いくつかのコンピュータチップおよびシステムを備えることがある。
画像取込みデバイス２０５はまた、撮像センサ２１５を包含することがある。プロセッサ
２１１は、撮像センサ２１５から画像データまたは画像データストリームを取り込むこと
、ならびにデータ記憶２１３に保存するためにこの画像データを有用な形式に変換するこ
とを行うように構成されることがある。データ記憶２１３は、ハードドライブ、フラッシ
ュメモリまたは別の形態のデータ記憶装置など任意の形態の永続的または半永続的記憶装
置を備えることがある。プロセッサ２１１はまた、撮像センサ２１５からの画像データま
たは画像データストリームをディスプレイ２１４により使用可能な形態に変換するように
構成されることがある。プロセッサ２１１は、その動作の実行の際に作業用（Working）
メモリ２１２およびデータ記憶２１３のユーザとなることがある。
【００３０】
　[0034]画像取込みデバイス１００は様々な技術を用いてデバイスが向いている方向を認
識することができ得る。たとえば画像取込みデバイス１００は、ＧＰＳ受信機、加速度計
、ジャイロスコープおよび／またはディジタルコンパスを含むことが可能な方向誘導シス
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テム２１７を包含することがある。画像取込みデバイス１００は、デバイスが向いている
方向およびどの照光デバイスが画像に影響を及ぼし得るかの判定を支援するためにこれら
のデバイスのうちの１つまたはいくつかを単独でまたは他の技術と協働して使用すること
がある。画像取込みデバイス１００はまた、少なくともその一部でデバイス上の画像セン
サおよび／または他のセンサから受け取った情報に基づいて方向それは向いているかを認
識することがある。たとえば画像取込みデバイス１００は、プレビュー画像（ディスプレ
イ１１０上に表示されるものなど）を分析するとともに、この情報を少なくともその一部
で用いて、画像内に包含される可能性があるまたは画像に影響を及ぼす可能性がある照光
デバイスを認識および特定することができ得る。画像取込みデバイス１００はまた、少な
くともその一部で画像取込みデバイス１００上のオートフォーカスレンズのフォーカスに
基づいて対象１４０までの距離を認識することができ得る。対象１４０の距離は、少なく
ともその一部でどの照光デバイス（存在する場合）が画像の照明に影響を及ぼすかを決定
するために使用されることがある。
【００３１】
　[0035]画像取込みデバイス１００はまた、実行可能なソフトウェアやファームウェアの
命令およびモジュールを保存するためのメモリ２４０を含むことがある。メモリ２４０内
のモジュールは、作業用メモリ２１２およびデータ記憶２１３を用いるプロセッサ２１１
によって実行されることがある。メモリ２４０は、撮像センサ２１５からの画像データま
たは画像データストリームにアクセスするように構成されることがあり、またデータ記憶
２１３および／またはディスプレイ２１４に情報を出力するように構成されることがある
。ディスプレイ２１４は、ユーザがタッチ行為を用いてソフトウェアユーザインターフェ
ースのフィーチャを制御できるようなタッチ作動式ディスプレイとすることがある。
【００３２】
　[0036]メモリ２４０は、いくつかの個別のソフトウェアモジュールを包含することがあ
る。いくつかの実施形態ではソフトウェアモジュール２４０は、撮像センサ制御モジュー
ル２４１を含むことがある。このモジュールは、撮像センサを制御しかつ動作させるよう
に構成されることがある。たとえば撮像センサ制御モジュール２４１は、撮像センサ２１
５に対して画像を取得するように機能することおよび適正に取得できることを可能にさせ
るために、撮像センサ２１５上のレンズや他のシステムを制御するように構成されること
がある。
【００３３】
　[0037]メモリ２４０はさらに、ネットワークインターフェースモジュール２４２を包含
することがある。このネットワークインターフェースモジュール２４２は、画像取込みデ
バイス１００がワイヤレスＰ２Ｐネットワーク、ＷＬＡＮ、ＷＷＡＮおよび／または他の
ネットワークなどの１つまたは複数のネットワークに接続できるように構成されることが
ある。ネットワークインターフェースモジュール２４２は、ネットワークインターフェー
スモジュール２４２が接続される先となり得る１つまたは複数のネットワークに接続され
ることがある照光デバイスの制御に関連する情報を含む情報を、これらのネットワークに
およびこれらのネットワークから送信するように構成されることがある。
【００３４】
　[0038]メモリ２４０はさらに、照明計算モジュール２４３を包含することがある。照明
計算モジュール２４３は、撮像センサから画像情報を受け取るとともにその画像に関する
最適な照明設定を計算するように構成されることがある。照明計算モジュール２４３はこ
れらの計算を、ユーザ構成可能な設定、ネットワークインターフェースモジュール２４２
が接続される先のネットワークで利用可能な照光デバイスに関する情報、撮像センサ２１
５および／または撮像センサ制御モジュール２４１からの対象の箇所に関する情報、なら
びに他の要因などいくつかの要因に基づかせることがある。照明計算モジュール２４３は
、これらの要因のうちのいずれかや他の要因を用いて画像に関する最適な照明設定を計算
することがある。照明計算モジュール２４３はまた、画像に関する最適な照明設定を生成
するためにネットワーク上の照光デバイスを制御するためにネットワークインターフェー
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スモジュール２４２を通じて通信するように構成されることがある。いくつかの実施形態
では照明計算モジュール２４３はまた、照明がその最適な設定に変更され終えた後に画像
がどう見え得るかを示したプレビュー画像を作成するように構成されることがある。
【００３５】
　[0039]メモリ２４０はさらに、取込み制御モジュール２４４を含むことがある。取込み
制御モジュール２４４は、撮像センサ２１５からの画像の取込みを制御するように構成さ
れることがある。取込み制御モジュール２４４はまた取り込まれようとする画像について
最適な照明設定が適時に計算されかつ生成されるよりも保証するために、レンズや他の撮
像センサ２１５の機能をフォーカスさせる際の撮像センサ制御モジュール２４１と照明計
算モジュール２４３との作用を調和させるように構成されることがある。取込み制御モジ
ュール２４４は、単一静止画像取込み、多重画像取込みまたはビデオ取込みのいずれかに
対応するように構成されることがある。取込み制御モジュール２４４はデータ記憶２１３
上に画像やビデオを取り込むために、撮像センサ２１５からの未処理画像データまたは未
処理画像データストリームを有用な形式に変換するためにプロセッサ２１１および作業用
メモリ２１２を使用するように構成されることがある。
【００３６】
　[0040]取込み制御モジュール２４４はまた、デバイス１００に取り付けられた照明フィ
ーチャを自動式にまたは手動式に制御するように構成でき得る。いくつかの実施形態では
画像取込みデバイス１００はユーザに対して、照光デバイスを手動式に制御するか自動式
に制御するかを選択可能にさせることがある。手動モードではユーザは、各照明を同時に
制御すること、同様の照明などの一群の照明を同時に制御すること、または各照明を個別
に制御することが可能であることがある。画像取込みデバイス１００はまた、最適な照明
設定を計算するように構成でき得る照明計算モジュール２４３を包含することがある。こ
のモジュールは照明設定に関してユーザに提案を出すために手動モードで使用されること
がある。次いでユーザは、ユーザの好みに従ってこれらの提案を用いること、修正するこ
とまたは棄却することができ得る。
【００３７】
　[0041]画像取込みデバイス１００は、自動照明モードを有するように構成されることが
ある。画像取込みデバイス１００は、照明計算モジュール２４３から作成されたデータを
用いるとともに最適な照明設定を計算するように構成された計算モジュールを含むことが
ある。自動照明モードでは画像取込みデバイス１００は、計算された最適な照明設定に従
って画像に影響を及ぼす可能性がある照光デバイスを自動式に制御することがある。たと
えば画像取込みデバイス１００は、対象１４０がどこにあるかを判定することがあり、ま
たどの照光デバイスが対象の上方または近傍に存在し得るかを判定することがある。画像
取込みデバイス１００は、より魅力的な画像を作成するために照明を選択的にオンまたは
オフにする、あるいは照明の輝度を調整するように構成された制御モジュールを含むこと
がある。
【００３８】
　[0042]たとえば画像取込みデバイス１００は、恐らくは対象の前方にある対象に対する
「キーライト」と背景の影を満たすための「フィルライト」とをオンにすることがある。
しかし画像取込みデバイス１００は、領域内の照明のすべてがオンにされないように選択
すること（こうすると照明に関して不快な均一性を生成することがあり得るため）があり
、または対象の直上にある照明をオンにしないこと（こうすると対象上に望ましくないき
つい影が生成されることがあり得るため）がある。画像取込みデバイス１００は、照明を
その自動モードで制御するために複数の設定を有することがある。たとえばユーザは、対
象に関してまたは背景に関してより多くのまたはより少ない照明を好むこと、あるいはよ
りきついまたはよりソフトな照明を好むことを指摘することがあり、かつこの好みに対応
するように設定を調整することがある。画像取込みデバイス１００は、デバイスが様々な
対象に向けられたときにその照明を自動式にリアルタイムで調整するように構成されるこ
とがあり、または画像取込みデバイス１００のシャッタや他の機構が作動されたときにだ
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け照明を調整するように構成されることがある。いくつかの実施形態では画像取込みデバ
イス１００は、静止画像ではなくビデオ画像を取り込むことがある。この実施形態では、
照明設定を連続式または半連続式に調整することが有益となり得る。
【００３９】
　[0043]いくつかの実施形態では画像取込みデバイス１００は、内蔵式フラッシュ２４８
を包含することがある。この内蔵式フラッシュ２４８は、近くの照光デバイスに接続した
後であっても写真について照光が不十分であったときに使用されることがある。たとえば
ネットワークに接続された近傍の照光デバイスが存在しない場合、画像取込みデバイス１
００は従来の方式で内蔵式フラッシュを使用することがある。しかし、近くに接続対応の
照光デバイスが存在しまたそれが最適な照明設定を生成するのに十分な数である場合、画
像取込みデバイス１００は画像を照らすためにその内蔵式フラッシュを使用することを控
えることがある。これによれば、画像取込みデバイス１００は実質的により良好な電池寿
命を実現するとともに電力消費を低減することが可能となる（内蔵式フラッシュは電池か
らの大量の電力を消費することがあるため）。接続対応の照光デバイスの制御によってさ
らに画像取込みデバイス１００は、従来のフラッシュを使用するのと比べて十分に良好な
写真を作成することが可能となる（照光デバイスは最適に構成されれば、写真についてさ
らに望ましい照明条件を生成し得るため）。フラッシュではなく接続対応の照光デバイス
を使用することによればさらに、対象の人物が写真でまばたきをする回数を低減すること
、または写真で赤目事象の発生を低減することができ得る。
【００４０】
　[0044]画像取込みデバイス１００のディスプレイ１１０はプレビュー画像を表示するよ
うに構成されることがある。このプレビュー画像は、その領域が現時の照明で見せている
のが何かに関する画像とすることがあり、またはその領域内の光源に対するある種の調整
によって画像がどう見えるようになるかに関するプレビュー画像とすることがある。たと
えば画像取込みデバイス１００は、自動式モードでの理想的な照明設定を決定することが
あり、またこれらの照明設定によってディスプレイ１１０上でどう見えることになるのか
についてプレビューすることがある。これによってユーザは、その領域内の照光デバイス
について画像取込みデバイス１００の制御モジュールによって調整を受けることを要する
ことなく、最適化された照明設定で画像が見せることになるものを観察することが可能と
なる。
【００４１】
　[0045]メモリ２４０はさらに、オペレーティングシステム２４５を含むことがある。こ
のオペレーティングシステム２４５は、他のソフトウェアモジュールが動作する際に依拠
するシステムの提供やユーザへのインターフェースの提供などのいくつかのフィーチャを
提供することがある。オペレーティングシステム２４５は他のソフトウェアモジュールに
対して画像取込みデバイス１００の様々な物理的構成要素を使用することを可能にさせる
ために、他のソフトウェアモジュールにアプリケーションプログラミングインターフェー
ス（ＡＰＩ）を提供するように構成されることがある。たとえばオペレーティングシステ
ム２４５は、他のソフトウェアモジュールが撮像センサ２１５、データ記憶２１３、ディ
スプレイ２１４および画像取込みデバイス１００の他の構成要素と通信し得るようにする
いくつかのコマンドおよびフィーチャを提供することがある。
【００４２】
　[0046]図３は、図１の画像取込みデバイス１００によって実行でき得る一実施形態に従
った画像取込み環境照明制御プロセスを示している。
【００４３】
　[0047]プロセス３００は、画像取込みデバイス１００が接続対応住宅ネットワークへの
接続を確立させるステップ３０５で開始される。接続対応住宅ネットワークは、任意の数
の可能なネットワーク化技術を使用することがある。たとえば接続対応住宅ネットワーク
はＰ２Ｐワイヤレスネットワーク化技術を使用することがある。接続対応住宅ネットワー
クは、照明および／または他の照光デバイスを含む任意の数のデバイスを包含することが
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ある。接続対応住宅ネットワークの一実施形態は、図２Ａのネットワーク２２０とネット
ワーク環境２３０とを含むことがある。
【００４４】
　[0048]プロセス３００は、画像取込みデバイス１００のユーザが接続対応住宅の室内で
画像取込みプロセスを開始するステップ３１０で続行となる。これはたとえば、ユーザが
写真撮影を開始するために画像取込みデバイス１００のボタンまたは制御子を押したとき
に生じることがある。これが生じたときにプロセス３００は、画像取込みデバイス１００
が室内に接続対応の照明が存在するかどうかを判定するステップ３１５に続く。画像取込
みデバイス１００は、上述のようにいくつかの方法でそれ自体の箇所を決定するように構
成されることがある。この情報および接続対応のネットワークに取り付けられた近傍の照
明に関する情報に基づいて、画像取込みデバイス１００は近傍の接続対応の照明が存在す
るかどうかを判定することがある。
【００４５】
　[0049]プロセス３００が室内に「接続対応住宅」ネットワークに接続された照明が存在
しないと判定した場合にプロセス３００は、照光のために利用可能な接続対応の照明がな
いため画像取込みデバイス１００が内蔵式デバイスフラッシュで画像取込みプロセスを実
行し得るステップ３２０で続行となる。
【００４６】
　[0050]プロセス３００が室内に接続対応の照明が存在すると判定した場合にプロセス３
００は、照明パラメータおよび現時の設定を表すデータを取得することになるステップ３
２５に続くことになる。たとえば室内の接続対応の照明がネットワークで利用可能である
ことがあり、またそのネットワークがさらにその接続対応の照明に関する情報を包含する
ことがある。この情報は、その箇所、輝度、電球のタイプ、現時の設定、および輝度の可
能な階調を含む接続対応の照明に関するパラメータを含むことがある。画像取込みデバイ
ス１００は、図１の対象１４０などの対象からある近接度内にある各接続対応の照明から
このデータを取得することがある。
【００４７】
　[0051]プロセス３００は、画像取込みデバイス１００によって照明を手動式または自動
式に調整するためのオプションがユーザに提示されることがあるステップ３３０で続行と
なる。このオプションは、ユーザが写真の撮影を希望するたびにユーザに提示されること
があり、接続対応住宅に入るとユーザに提示されることがあり、または一度ユーザに提示
されることがあるとともに、画像取込みデバイス１００はユーザの選択を記憶するように
構成されることがある。
【００４８】
　[0052]ユーザが手動モードを選択した場合にプロセス３００は、画像取込みデバイス１
００がユーザに照明のパラメータを調整するためのインターフェースを提示するステップ
３３５で続行となる。たとえばこのインターフェースはユーザに対して、個々の照明の輝
度を調整すること、照明をオンおよびオフにすること、ならびに最適な画像を作成するた
めの他のパラメータを可能とさせることがある。いくつかの実施形態では画像取込みデバ
イス１００は、照明設定に対するこれらの変更をリアルタイムで行うことがある。いくつ
かの実施形態では画像取込みデバイス１００は、選択された画像設定によって対象がどう
見えるようになるかのプレビューであるプレビュー画像を表示することがある。
【００４９】
　[0053]ユーザが室内の接続対応の照明に関する設定の手動式の変更を完了したときプロ
セス３００は、画像取込みデバイス１００がユーザ入力をマッチングさせるように現時の
照明設定を調整するステップ３４０で続行となる。画像取込みデバイス１００はこの現時
の照明設定を、上で詳述したように接続対応住宅内の照明に対するネットワーク接続を用
いて調整することがある。
【００５０】
　[0054]ユーザがステップ３３０後に自動モードを選択した場合にプロセス３００は、画
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像取込みデバイス１００が所望の照明パラメータを計算することがあるステップ３４５で
続行となる。画像取込みデバイス１００は、最適な照明設定を計算するように構成でき得
る図２Ｂにあるような照明計算モジュール２４３を含むことがある。このモジュールは、
少なくともその一部で対象の箇所、利用可能な周辺光、画像取込みデバイス１００の角度
、室内の接続対応の照明、ユーザ選択の好み、または他の要因に基づいて所望の照明パラ
メータを計算するために使用されることがある。
【００５１】
　[0055]プロセス３００は、画像取込みデバイス１００が所望の照明パラメータをマッチ
ングさせるように現時の照明設定を調整することがあるステップ３５０に続く。画像取込
みデバイス１００は現時の照明設定を、上で詳述したように接続対応住宅内の照明に対す
るネットワーク接続を用いて調整することがある。
【００５２】
　[0056]最後にプロセス３００は、ステップ３４０またはステップ３５０のいずれかの後
にステップ３５５に続くとともに、画像を取り込む。この画像は図２Ｂにあるデータ記憶
２１３などのローカルの記憶装置に保存されることがあり、またはネットワークを経由し
て別のデバイスに保存されるか送られることがある。
【００５３】
　[0057]図４は、一実施形態に従った照明パラメータ計算プロセスを示している。
【００５４】
　[0058]プロセス４００は、ユーザが接続対応住宅の室内で対象の画像取込みを開始する
ステップ４１０で開始される。たとえばユーザは、図１の場合のように対象１４０の写真
を撮影するために画像取込みデバイス１００を使用していることがある。
【００５５】
　[0059]プロセス４００は、画像取込みデバイス１００が室内の照明に関するパラメータ
および現時の設定を表すデータを取り出すステップ４２０で続行となる。これらのパラメ
ータは、室内にある照明の数、その箇所、輝度、電球のタイプ、または他のパラメータを
含むことがある。これらのパラメータは、室内の接続対応の照明からＰ２Ｐネットワーク
化を用いて直接取り出されることがある。
【００５６】
　[0060]プロセス４００は、ユーザデバイスの箇所を決定するためのステップ４３０で続
行となる。画像取込みデバイス１００とし得るユーザデバイスは、上で詳述したようにい
くつかの方法を用いて（画像取込みデバイス１００上の撮像センサの使用によることを含
む）位置特定されることがある。
【００５７】
　[0061]プロセス４００は、ユーザデバイスを基準とした対象の箇所の決定によってステ
ップ４４０で続行となる。いくつかの実施形態では対象の箇所は、少なくともその一部で
ユーザデバイスのオートフォーカスレンズ設定に基づいて決定されることがある。たとえ
ばレンズが現時接写モードにある場合は対象が近くにあることがある一方、レンズが無限
距離フォーカスモードにある場合に対象は１０フィート以上遠くにあることがある。
【００５８】
　[0062]プロセス４００は、対象を基準としたおよびユーザデバイスを基準とした部屋の
照明の箇所の決定によってステップ４５０で続行となる。この決定は少なくともその一部
で、照明の箇所、ユーザデバイスの箇所、およびユーザデバイスと対象の間の距離に基づ
くことがある。
【００５９】
　[0063]プロセス４００は、対象の現時の照明を分析することによってステップ４６０で
続行となる。この分析は少なくともその一部で、画像取込みデバイス１００上の撮像セン
サから受け取ったデータの分析によることに基づくことがある。撮像センサから受け取っ
たデータは、望ましくないことになり得るような対象および／または背景が明るすぎるす
なわち飛んでいるかどうか、暗すぎるかどうか、またはきつい影を包含しているかどうか
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を決定するために分析されることがある。撮像センサから受け取ったデータはまた、対象
が何であるかを決定するために分析されることがある。たとえば、静物の写真と異なり人
物の写真では異なる照明設定を有することが望ましいことがある。
【００６０】
　[0064]最後にプロセス４００は、対象に関する所望の照明を生成する部屋の照明のパラ
メータ設定を計算することによってステップ４７０で終了する。この計算は少なくともそ
の一部で、対象の現時の照明、対象の箇所、部屋の照明の箇所、およびユーザデバイスの
箇所に基づくことがある。
【００６１】
　[0065]本技術は、汎用または特殊目的の他の多くのコンピューティングシステム環境ま
たは構成で動作する。本発明と一緒に用いるのに適し得るよく知られたコンピューティン
グシステム、環境および／または構成の例としては、パーソナルコンピュータ、サーバコ
ンピュータ、ハンドへルド型またはラップトップ型デバイス、マルチプロセッサシステム
、プロセッサベースのシステム、プログラマブルな住宅用電子機器、ネットワークＰＣ、
ミニコンピュータ、メインフレームコンピュータ、上記のシステムやデバイスのいずれか
を含む分散コンピューティング環境、その他（ただし、これらに限らない）が含まれる。
【００６２】
　[0066]本明細書で使用される場合に命令とは、システム内で情報を処理するためのコン
ピュータ実装型のステップを意味している。命令は、ソフトウェア、ファームウェアまた
はハードウェアの形で実装可能であり、システムの構成要素によって実施される任意のタ
イプのプログラム式ステップを含むことが可能である。
【００６３】
　[0067]プロセッサは、Ｐｅｎｔｉｕｍ（登録商標）プロセッサ、Ｐｅｎｔｉｕｍ　Ｐｒ
ｏプロセッサ、８０５１プロセッサ、ＭＩＰＳ（登録商標）プロセッサ、Ｐｏｗｅｒ　Ｐ
Ｃ（登録商標）プロセッサまたはＡｌｐｈａ（登録商標）プロセッサなど、単一チップま
たはマルチチップの任意の従来式で汎用のプロセッサとすることがある。さらにこのプロ
セッサは、ディジタル信号プロセッサやグラフィックスプロセッサなどの任意の従来式の
特殊目的プロセッサとすることがある。このプロセッサは典型的には、従来式のアドレス
ライン、従来式のデータライン、および１つまたは複数の従来式の制御ラインを有する。
【００６４】
　[0068]本システムは、詳細に検討したような様々なモジュールからなる。当業者であれ
ば理解でき得るようにこれらのモジュールの各々は、様々なサブルーチン、手続き、定義
文およびマクロを備える。これらのモジュールの各々は典型的には、単独でコンパイルさ
れて単一の実行可能プログラムとするようにリンクされている。したがって好ましいシス
テムの機能を記述するために便宜上、これらのモジュールの各々に関する記述が用いられ
ている。したがって、これらのモジュールの各々によって実施されるプロセスはそれ以外
のモジュールのうちの１つに適宜再配分されること、単一のモジュールとするように互い
に結合されること、あるいはたとえば共有可能なダイナミックリンクライブラリ内で利用
可能とさせることがあり得る。
【００６５】
　[0069]本システムは、Ｌｉｎｕｘ（登録商標）、ＵＮＩＸ（登録商標）またはＭｉｃｒ
ｏｓｏｆｔ　Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）などの様々なオペレーティングシステムと接続
して使用されることがある。
【００６６】
　[0070]本システムは、Ｃ、Ｃ＋＋、ＢＡＳＩＣ、ＰａｓｃａｌまたはＪａｖａ（登録商
標）などの従来の任意のプログラミング言語で記述されることがあり、また従来のオペレ
ーティングシステム下で動作したものである。Ｃ、Ｃ＋＋、ＢＡＳＩＣ、Ｐａｓｃａｌ、
ＪａｖａおよびＦＯＲＴＲＡＮは、実行可能コードを作成するために多くの商用のコンパ
イラの使用が可能な工業標準のプログラミング言語である。本システムはまた、Ｐｅｒｌ
、ＰｙｔｈｏｎまたはＲｕｂｙなどのインタプリタ型言語を用いて記述されることがある
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。
【００６７】
　[0071]当業者であればさらに、本明細書で開示された実施形態と連携して説明した様々
な例示の論理ブロック、モジュール、回路およびアルゴリズムステップが電子的ハードウ
ェアとして、コンピュータソフトウエアとして、あるいはこの両者の組合せとして実装さ
れ得ることを理解されよう。ハードウェアとソフトウェアのこの相互交換可能性を明瞭に
例証するために、様々な例示の構成要素、ブロック、モジュール、回路およびステップに
ついて全体としてその機能に関して上で説明した。このような機能がハードウェアとして
実装されるかソフトウェアとして実装されるかは、具体的な用途や全体システムに課せら
れた設計上の制約に依存する。当業者は、記載された機能を具体的な各用途に合わせて多
様な方法で実装することになるが、このような実装上の判断は本開示の趣旨からの逸脱を
生じるものと解釈されるべきでない。
【００６８】
　[0072]本明細書で開示された実施形態と連携して説明した様々な例示の論理ブロック、
モジュールおよび回路は、汎用のプロセッサ、ディジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特
定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）
または他のプログラマブル論理デバイス、離散的なゲートまたはトランジスタロジック、
離散的なハードウェア構成要素、または本明細書に記載された機能を実行するように設計
されたこれらの任意の組合せを用いて実装または実行されることがある。汎用プロセッサ
はマイクロプロセッサとすることがあるが、代替としてプロセッサを任意の従来式プロセ
ッサ、コントローラ、マイクロコントローラまたは状態機械とすることがある。プロセッ
サはまた、コンピューティングデバイスの組合せ（たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッ
サの組合せ）として、複数のマイクロプロセッサとして、ＤＳＰコアと接合させた１つま
たは複数のマイクロプロセッサとして、または他の任意のこうした構成として実装される
ことがある。
【００６９】
　[0073]１つまたは複数の例示の実施形態では、記載された機能および方法は、ハードウ
ェア、ソフトウェア、またはプロセッサ上で実行させるファームウェア、あるいはこれら
の任意の組合せの形で実装されることがある。ソフトウェアでの実装の場合にその機能は
、コンピュータ読取り可能媒体上に保存されることや、コンピュータ読取り可能媒体上の
１つまたは複数の命令またはコードとして送信されることがある。コンピュータ読取り可
能媒体は、コンピュータ記憶媒体と、コンピュータプログラムのある箇所から別の箇所へ
の転送を容易にする任意の媒体を含んだ通信媒体と、の両方を含む。記憶媒体は、コンピ
ュータによるアクセスが可能な利用可能な任意の媒体とすることがある。限定ではなく一
例として、このようなコンピュータ読取り可能媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（
登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶、磁気ディスク記憶または他の磁気
記憶デバイス、または命令またはデータ構造の形態での所望のプログラムコードの運搬ま
たは保存に使用することが可能でありかつコンピュータによるアクセスが可能であるよう
な他の任意の媒体を備えることが可能である。さらに任意の接続も、コンピュータ読取り
可能媒体と呼ぶのに適当である。たとえばソフトウェアをウェブサイト、サーバまたは他
のリモートソースから同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ディジタル加
入者線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線およびマイクロ波などのワイヤレス技術を用いて
送信する場合、この同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬまたは赤
外線、無線およびマイクロ波などのワイヤレス技術は媒体の定義の中に含まれる。本明細
書で使用される場合のディスク（ｄｉｓｋ）やディスク（ｄｉｓｃ）には、コンパクトデ
ィスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、ディジタル多目的ディス
ク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスクおよびブルーレイ（登録商標）ディスク
を含んでいる（ここで、ディスク（ｄｉｓｋ）は通常データを磁気式に再生するものであ
り、一方ディスク（ｄｉｓｃ）はデータをレーザーを用いて光学式に再生するものである
）。上述したもの組合せもコンピュータ読取り可能媒体の範囲に含まれるべきである。
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【００７０】
　[0074]上の説明は、本明細書で開示されたシステム、デバイスおよび方法に関するある
種の実施形態について詳述したものである。しかし、上述の内容がテキストでどのように
詳述されたかによらず、このシステム、デバイスおよび方法は多くの方式で実施される可
能性があることが理解されよう。さらに上で述べたように、本発明のある種のフィーチャ
や態様を説明する際における具体的な用語法の使用は、その用語法が本明細書では当該の
用語法に関連付けされる技術のフィーチャや態様の任意の指定の特性を含むような限定を
受けるように再定義されていることを示唆するものと取られるべきでないことに留意され
るべきである。
【００７１】
　[0075]様々な修正および変更が記載された技術の趣旨を逸脱することなく実施され得る
ことが当業者によって理解されるであろう。このような修正や変更は、実施形態の趣旨の
域内にあるように意図されている。さらに、一実施形態に含まれる部品がその他の実施形
態と相互交換可能であること、記載された実施形態からの１つまたは複数の部品が記載さ
れた他の実施形態とで任意の組合せで含まれ得ること、が当業者によって理解されるであ
ろう。たとえば、本明細書に記載されたおよび／または図面に示された様々な構成要素の
うちのいずれかが、他の実施形態と組合されること、相互交換されること、あるいはこれ
から除かれることがあり得る。
【００７２】
　[0076]本明細書における実質的に任意の複数および／または単数の用語の使用に関して
、当業者はコンテキストおよび／または用途に対する適合に応じて複数形を単数形におよ
び／または単数形を複数形に変換することが可能である。本明細書では明瞭にするために
、様々な単数形／複数形の置換が明確に示されることがある。
【００７３】
　[0077]一般に、本明細書で用いられる用語が全般的に「開放型の（ｏｐｅｎ）」用語と
するように意図されていること（たとえば、「～を含んだ（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」とい
う用語は「～（ただし、これらに限らない）を含んだ（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ　ｂｕｔ　ｎ
ｏｔ　ｌｉｍｉｔｅｄ　ｔｏ）」と解釈されるべきである、「～を有する（ｈａｖｉｎｇ
）」という用語は「少なくとも～を有する（ｈａｖｉｎｇ　ａｔ　ｌｅａｓｔ）」と解釈
されるべきである、「～を含む（ｉｎｃｌｕｄｅｓ）」という用語は「（ただし、これら
に限らない）を含む（ｉｎｃｌｕｄｅｓ　ｂｕｔ　ｉｓ　ｎｏｔ　ｌｉｍｉｔｅｄ　ｔｏ
）」と解釈されるべきである、その他であること）が当業者によって理解されるであろう
。さらに、導入された特許請求記述について具体的な数を意図している場合、このような
意図がその特許請求で明示的に記述されることになるが、このような記述がなければこの
ような意図は存在しないことが当業者によって理解されるであろう。たとえば理解の支援
として、以下の添付の特許請求の範囲は、特許請求記述を導入するために「少なくとも１
つの」や「１つまたは複数の」という導入表現の使用を包含することがある。しかしこの
ような表現の使用は「ａ」や「ａｎ」という不定冠詞による特許請求記述の導入が、導入
されたこのような特許請求記述を包含した具体的な任意の特許請求をこのような記述１つ
だけを包含した実施形態に限定していることを示唆するものと解釈されるべきでないこと
（同じ特許請求が「１つまたは複数の」あるいは「少なくとも１つの」という導入表現と
「ａ」や「ａｎ」などの不定冠詞とを含む場合（たとえば、「ａ」および／または「ａｎ
」は典型的には「少なくとも１つの」あるいは「１つまたは複数の」を意味すると解釈さ
れるべきである）であっても同じ）、また特許請求記述の導入に使用された定冠詞の使用
についても同じことが成り立つ。さらに当業者であれば、導入された特許請求記述につい
て具体的な数が明示的に記述されている場合であっても、このような記述は典型的には、
記述した数が少なくともあることを意味する（たとえば、他の修飾詞を伴わない「２つの
記述内容」のむき出しの記述は典型的には、少なくとも２つの記述内容、または２つ以上
の記述内容を意味する）ことを理解されよう。
【００７４】



(17) JP 6250696 B2 2017.12.20

10

20

30

40

50

　[0078]さらに、「Ａ、ＢおよびＣ、その他のうちの少なくとも１つ」に相当する用法が
用いられている場合においては一般に、このような構造は当業者がこの用法を理解するよ
うな感覚で捉えられ得る（たとえば、「Ａ、ＢおよびＣのうちの少なくとも１つを有する
システム」であればＡを単独で有する、Ｂを単独で有する、Ｃを単独で有する、Ａおよび
Ｂを一緒に有する、ＡおよびＣを一緒に有する、ＢおよびＣを一緒に有する、および／ま
たはＡ、ＢおよびＣを一緒に有する、その他を有するようなシステムを含むが、これらに
限定されることがない）。「Ａ、ＢまたはＣ、その他のうちの少なくとも１つ」に相当す
る用法が用いられている場合においては一般に、このような用法は当業者がこの用法を理
解するような感覚で捉えられ得る（たとえば、「Ａ、ＢまたはＣのうちの少なくとも１つ
を有するシステム」であればＡを単独で有する、Ｂを単独で有する、Ｃを単独で有する、
ＡおよびＢを一緒に有する、ＡおよびＣを一緒に有する、ＢおよびＣを一緒に有する、お
よび／またはＡ、ＢおよびＣを一緒に有する、その他を有するようなシステムを含むが、
これらに限定されることがない）。さらに、２つ以上の代替的な用語を示すような事実上
任意の離接語および／または表現は、本説明、特許請求の範囲または図面のいずれである
かによらず、その用語のうちの１つ、その用語のうちのいずれか一方、あるいはその用語
の両方を含む可能性を企図しているものと当業者によって理解されるべきである。たとえ
ば、「ＡまたはＢ」という表現は、「Ａ」または「Ｂ」または「ＡおよびＢ」の可能性を
含むものと理解されることになる。
【００７５】
　[0079]本明細書に様々な態様および実施形態が開示されているが、他の態様および実施
形態については当業者には明らかであろう。本明細書で開示された様々な態様および実施
形態は、例示を目的としたものであり、限定とするように意図されたものではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　目標の対象の画像を取り込むように構成された画像センサと、
　前記目標の対象の近傍で少なくとも１つの照光デバイスを検出するように構成されたネ
ットワーク化モジュールと、ここにおいて前記少なくとも１つの照光デバイスはネットワ
ーク環境の一部である、
　最適な照明設定を計算するように構成された計算モジュールと、
　前記最適な照明設定に従って前記少なくとも１つの照光デバイスを調整するように構成
された制御モジュールと、を備える画像取込みデバイス。
［Ｃ２］
　少なくとも１つのパラメータが前記少なくとも１つの照光デバイスと関連付けされてい
る、Ｃ１に記載の画像取込みデバイス。
［Ｃ３］
　前記少なくとも１つのパラメータは、前記少なくとも１つの照光デバイスに関する輝度
、電球のタイプまたは箇所のうちの１つである、Ｃ２に記載の画像取込みデバイス。
［Ｃ４］
　前記ネットワーク化モジュールは近接ベースのピアツーピアネットワークに対するワイ
ヤレスネットワーク接続を備える、Ｃ１に記載の画像取込みデバイス。
［Ｃ５］
　前記ネットワーク環境は接続対応住宅である、Ｃ１に記載の画像取込みデバイス。
［Ｃ６］
　画像取込みの方法であって、
　画像取込みデバイスにおいて目標の対象のプレビュー画像データを受け取ることと、
　前記目標の対象の局所的環境内の少なくとも１つの光源の少なくとも１つのパラメータ
を表すデータを受け取ることと、
　前記目標の対象に関する最適な照明パラメータを計算することと、
　前記最適な照明パラメータに従って前記少なくとも１つの光源の前記少なくとも１つの
パラメータを調整することと、
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　画像を取り込むことと、を備える方法。
［Ｃ７］
　最適な照明パラメータを計算することは、
　前記画像取込みデバイスのユーザインターフェース上で前記少なくとも１つの光源の前
記少なくとも１つのパラメータをユーザに対して提示することと、
　前記少なくとも１つのパラメータの設定に関するユーザ入力を受け取ることと、を備え
る、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　最適な照明パラメータを計算することは、前記画像取込みデバイスによって自動式に実
行される、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ９］
　最適な照明パラメータを計算することは、前記目標の対象の箇所を決定することを備え
る、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記目標の対象の箇所を決定することは、前記画像取込みデバイスからの前記目標の対
象の概略の距離を計算するために前記画像取込みデバイスのオートフォーカスレンズ位置
を使用することを備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記目標の対象の箇所を決定することは、前記目標の対象が動くに従って前記箇所を更
新することを備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１２］
　最適な照明パラメータを計算することは、前記少なくとも１つの光源の箇所を決定する
ことを備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ１３］
　最適な照明パラメータを計算することは、前記少なくとも１つの光源の前記箇所を前記
目標の対象の箇所と比較することをさらに備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記少なくとも１つの光源の前記少なくとも１つのパラメータを調整することは、ネッ
トワークを経由したワイヤレス通信を介して実行されている、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記ワイヤレス通信は、前記画像取込みデバイスと前記少なくとも１つの光源の間にあ
る、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記ワイヤレス通信は前記画像取込みデバイスと接続対応住宅の制御モジュールの間に
あり、ここにおいて前記制御モジュールは前記少なくとも１つの光源と通信する、Ｃ１４
に記載の方法。
［Ｃ１７］
　画像取込みのためのシステムであって、
　環境内のデバイスのネットワークを提供するための手段と、
　前記環境内の少なくとも１つの光源の少なくとも１つのパラメータを表すデータを受け
取るための手段と、
　前記環境内の目標の対象の最適な照明パラメータを計算するための手段と、
　前記最適な照明パラメータをマッチングさせるために前記少なくとも１つの光源の前記
少なくとも１つのパラメータを調整するための手段と、
　前記目標の対象の画像を取り込むための手段と、を備えるシステム。
［Ｃ１８］
　最適な照明パラメータを計算するための前記手段は、前記少なくとも１つのパラメータ
をユーザに対して表示するためのユーザインターフェースを備えており、ここにおいて前
記ユーザインターフェースは前記ユーザに対して前記少なくとも１つのパラメータの現時
の設定の制御を可能にするように構成されている、Ｃ１７に記載のシステム。
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［Ｃ１９］
　最適な照明パラメータを計算するための前記手段は、画像取込みデバイスの照明設定計
算モジュールを備える、Ｃ１７に記載のシステム。
［Ｃ２０］
　前記照明設定計算モジュールは、少なくともその一部で前記目標の対象の箇所と前記少
なくとも１つの光源の前記少なくとも１つのパラメータとに基づいて前記最適な照明パラ
メータを計算する、Ｃ１９に記載のシステム。
［Ｃ２１］
　実行されたときにプロセッサに対して、
　撮像デバイスをネットワークに接続することと、
　前記ネットワーク接続された少なくとも１つの光源の少なくとも１つのパラメータを表
すデータを取り出すことと、ここにおいて前記少なくとも１つの光源は目標の対象を照ら
している、
　前記目標の対象の最適な照明パラメータを計算することと、
　前記最適な照明パラメータに従って前記少なくとも１つの光源の前記少なくとも１つの
パラメータを調整することと、
　画像を取り込むことと、からなる方法を実行させるコードを備える非一時的コンピュー
タ読取り可能媒体。
［Ｃ２２］
　最適な照明パラメータを計算することは、少なくともその一部で前記目標の対象の箇所
と前記少なくとも１つの光源の前記少なくとも１つのパラメータとに基づく、Ｃ２１に記
載の非一時的コンピュータ読取り可能媒体。
［Ｃ２３］
　最適な照明パラメータを計算することは、前記目標の対象の箇所を決定することを備え
る、Ｃ２１に記載の非一時的コンピュータ読取り可能媒体。
［Ｃ２４］
　前記目標の対象の箇所を決定することは、前記画像取込みデバイスからの前記目標の対
象の概略の距離を計算するために前記画像取込みデバイスのオートフォーカスレンズ位置
を使用することを備える、Ｃ２３に記載の非一時的コンピュータ読取り可能媒体。
［Ｃ２５］
　前記目標の対象の箇所を決定することは、前記目標の対象が動くに従って前記箇所を更
新することを備える、Ｃ２３に記載の非一時的コンピュータ読取り可能媒体。
［Ｃ２６］
　前記少なくとも１つの光源の前記少なくとも１つのパラメータを調整することは、前記
ネットワークを経由したワイヤレス通信を介して実行されている、Ｃ２１に記載の非一時
的コンピュータ読取り可能媒体。
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